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◇予備自衛官等とは・・・？
普段は、社会人として働きながら、年間で決められた日数の訓練に参加し、体力や技術
を維持。いざという時には国防や災害派遣等の任務で活躍します。
「即応予備自衛官」、「予備自衛官」、「予備自衛官補」の３種類があります。

即応予備自衛官雇用企業支援制度

第３１普通科連隊
第４中隊長
木川３等陸佐

日頃から即応予備自衛官制度へのご理解とご協力を頂き、誠に有難うございます。
皆様もまだ記憶に新しいと思いますが、今年の１０月１２日に日本列島に上陸した
台風１９号による復旧支援に多くの即応予備自衛官が参加し、積極的かつ献身的な
活動を実施してくれました。日頃、一般社会でご活躍されている皆様には、今後も即応
予備自衛官の立場を理解されて、良好な関係を維持して頂き、各種招集の際は快く送
り出して頂ければと思います。引き続き、即応予備自衛官を宜しくお願いします。

上記制度には、一定の要件があり、雇用企業様から地本に申請を頂きます。
詳しいご説明、申請要領等は千葉地本予備自室までお問い合わせ下さい。

即応予備自衛官
雇用企業給付金

雇用企業協力
確保給付金

予備自衛官等協力
事業所表示制度

雇用している即応予備自衛官１人につき月額
４２，５００円（年間５１０，０００円）支給

即応予備自衛官が安心して訓練出頭等できる環境の醸成と即応予備自衛官の職務に
対するご理解とご協力を頂くため、雇用企業様を支援する各種制度をご紹介します。

予備自衛官等の雇用を通じ社会貢献を
果たしていることを防衛省として認定

認定証・防衛省ＨＰへの掲載

防衛出動等、“いざ”という時に招集され、
勤務先を離れざるを得なくなった場合

日額３４，０００円※支給
※就業規則上の休日は対象外



台風１９号に係る災害派遣

令和元年１０月１２日に日本列島に上陸した台風１９号がもたらした被害に
対応するため、自衛隊が災害派遣に従事しました。即応予備自衛官も招集され
千葉地本の即応予備自衛官２名が神奈川県相模原市で道路啓開に、長野県長野
市において入浴支援に従事しました。
今回、災害派遣活動に従事した即応予備自衛官をご紹介します。

千葉地本 予備自室では、即応予備自衛官制度のご理解を深めていただくため、
雇用企業様への制度説明、また上司、同僚の皆様を訓練見学会等各種イベントに
ご招待しております！

時 期：９月２４日（火）～２５日（水）

場 所：駒門駐屯地、東富士演習場

即応予備自衛官
雇用企業主等研修

＜災害派遣に参加して＞

今回の災害派遣任務では、底沢浄水場にて道路上の土砂の除去及び、
土砂で埋まった側溝の浚渫を行い、道路啓開を実施しました。勤務先に
ついては、予報の段階から業務調整をしていたので、出頭に支障はあり
ませんでした。
今後も、各種任務があった際に対応できるよう、訓練と仕事の両立に
励みたいと思います。

第３１普通科連隊重迫撃砲中隊所属
即応予備陸士長 新井 和希

＜災害派遣活動紹介＞

今回の災害派遣任務では、長野県長野市北部スポーツレクリエーション
パークにおいて入浴支援に従事しました。被災された方々の疲れを癒せる
よう、入浴施設の開設から整備、運営まで献身的に実施しました。
今後、“いざ”という時のために、招集訓練において更なる練度の向上に
努めていきます。

第１０３補給大隊第１補給中隊所属
即応予備２等陸曹 前田 清高


